
鶴
岡
市
に
対
し
て
、
市

民
団
体
に
よ
る
学
校
給
食

費
の
無
償
化
を
求
め
る
署

名
が

日
提
出
さ
れ
ま
し

16

た
。署

名

は
、
国
民

の
食
糧
と

健
康
を
守

る
運
動
田

川
地
区
連

絡
会
（
田

川

食

健

連
）
が
、

４
１
３
７

人
分
を
集

め
、
阿
部
真
一
副
市
長
が

受
け
取
り
ま
し
た
。

学
校
給
食
費
無
償
化
な

ど
、
主
要
事
項
説
明
の
内

容
は
次
の
通
り
で
す
。

１

こ
ど
も
ま
ん
な
か
社

会
の
実
現
に
向
け
て

(
１)
給
食
費
無
償
化
に
つ

い
て平

成

年
度
か
ら
第
３

30

子
の
無
償
化
を
行
い
、
物

価
高
騰
対
策
と
し
て
、
令

和
４
年

月
か
ら
５
年
９

11

月
ま
で
、
完
全
無
償
化
を

実
施
し
、
６
年
３
月
ま
で

継
続
す
る
。

令
和
６
年
度
の
方
針
で

は
、
完
全
無
償
化
の
継
続

を
検
討
す
る
。

(

２)

こ
ど
も
の
遊
び
場
の

確
保
に
つ
い
て

平
成

年

月
に
オ
ー

30

11

プ
ン
し
た
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ

Ｄ

Ｏ
Ｍ
Ｅ

Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｉ(

キ

ッ
ズ
ド
ー
ム
ソ
ラ
イ)

は
、

民
間
の
全
天
候
型
施
設

で
、
建
設
時
に
市
か
ら
２

億
円
を
補
助
し
た
。

市
民
か
ら
、
利
用
料
無

償
化
の
要
望
が
あ
る
。

民
設
民
営
に
よ
る
学
び

と
体
験
の
場
づ
く
り
が
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
児
童

館
と
し
て
の
位
置
付
け

や
、
利
用
料
金
の
低
減
を

含
め
た
市
民
利
用
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
。

公
園
は
、
市
内
１
０
０

か
所
以
上
に
遊
具
が
計
４

０
０
基
以
上
あ
り
、
一
部

公
園
に
滑
り
台
や
、
ジ
ャ

ン
グ
ル
ジ
ム
等
が
ひ
と
つ

に
ま
と
ま
っ
た
複
合
遊
具

を
設
置
し
て
い
る
が
、
遊

具
の
経
年
劣
化
が
み
ら

れ
、更
新
の
要
望
が
あ
る
。

８
月
下
旬
に
、
幼
稚
園

の
関
係
者
や
子
育
て
世
代

に
対
し
、
整
備
状
況
の
説

明
を
行
い
、
意
見
交
換
を

実
施
す
る
予
定
。

２

湯
殿
山
ス
キ
ー
場
の

今
後
の
取
組
に
つ
い
て

コ
ー
ス
の
特
色
か
ら

「
Ｒ
天
国
」
の
ス
キ
ー
場

と
し
て
、
若
者
の
間
で

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
注
目
さ
れ
て

い
る
。

湯
殿
山
ス
キ
ー
場
の
魅

力
を
更
に
高
め
、

イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
含
む
冬
季
観

光
の
柱
と
し
て
、
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
る
た
め
、

リ
フ
ト
の
利
用
料
金
の
見

直
し
（
引
き
上
げ
）
を
検

討
す
る
。

３

Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ

の
状
況
に
つ
い
て

平
成

年
７
月
か
ら
、

29

市
と
株
式
会
社
Ｆ
ｕ
Ｄ
ｏ

が
、
マ
リ
カ
東
館
１
階
を

食
文
化
情
報
発
信
拠
点
Ｆ

Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
と
し
て

整
備
し
、
同
社
に
床
の
賃

貸
借
契
約
を
行
っ
て
き

た
。し

か
し
、
昨
年
４
月
か

ら
賃
貸
料
が
滞
納
と
な

り
、
今
年
度
で
同
社
と
の

契
約
を
終
了
す
る
。

Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ

は
、
民
間
が
経
済
産
業
省

の
補
助
を
受
け
て
整
備
し

た
施
設
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
国
と
の
協
議
・
手
続

を
踏
ま
え
て
契
約
の
終
了

時
期
を
検
討
す
る
。

市
は
、
観
光
案
内
所
を

核
と
し
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
観
光
や
交
流
人
口
の
拡

大
に
向
け
、
食
文
化
・
観

光
情
報
発
信
の
強
化
促
進

を
図
る
。

市
は
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｖ
Ｅ

Ｒ
の
営
業
を
継
続
し
、
テ

ナ
ン
ト
と
の
入
居
契
約
は

市
が
承
継
す
る
。

４

新
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
の
整
備
に
つ
い
て

①
建
設
地
、
②
事
業
手

法
、
③
他
セ
ン
タ
ー
の
統

合
に
つ
い
て
、

（
２
面
に
つ
づ
く
）

৘
ܐ
ƚ
௏
୼
݌
Ơ
٥
৖
ܺ
ֽ

▽
私
か
ら
経
歴
、
功
績
等
を
改
め
て
紹

介
し
た
後
、
知
事
に
画
集
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

知
事
は
、
父
上
の
徴
兵
や
、
原
爆
記

念
館
に
行
っ
て
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
こ

と
な
ど
を
話
し
、
「
絵
を
残
し
て
頂
い

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
感
謝

を
述
べ
ま
し
た
。

核
兵
器
廃
絶
で
共
鳴

三
浦
氏
が
「
核
兵
器
禁
止
条
約
、
い

ま
だ
日
本
が･

･

批
准
し
て
お
り
ま
せ

ん
。
一
日
で
も
早
く･･

、
全
世
界
か
ら

核
が
な
く
な
る
よ
う
に
し
て
頂
き
た
い

と
念
願
し
て
お
り
ま
す
」
と
訴
え
た
の

に
対
し
、
知
事
は
「
そ
う
で
す
ね
。
核

が
な
く
な
っ
て
ほ
し
い
と
の
思
い
は
、

皆
さ
ん
ホ
ン
ト
に
お
持
ち
だ
と
思
い
ま

す
。
私
も
、
も
ち
ろ
ん
で
す
」
と
応
え

ま
し
た
。（
県
議

関

徹
）

８
月
８
日
（
火
）
、
鶴
岡
在
住
の
被

爆
者
・
洋
画
家
の
三
浦
恒
祺
氏
と
吉
村

知
事
の
懇
談
が
知
事
室
で
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。

県
知
事
と
被
爆
者
の
懇
談
は
初
め
て

の
事
で
す
。
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鶴
岡
市
議
会
に
対
す
る
市
の
主
要
事
項
説
明
会
が

日
18

開
か
れ
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化
な
ど
、
５
項
目
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

阿部副市長（右端）に署名を提出する田

川食健連の小林事務局長（右から２人

目） 坂本市議（同３人目）が同行



鶴
岡
生
活
と
健
康
を
守

る
会
（
遠
藤
喜
一
郎
会
長
）

は

日
、
鶴
岡
市
に
対
し

21
て
、
生
活
保
護
制
度
、
福

祉
政
策
、
市
営
住
宅
に
関

す
る

項
目
の
要
望
書
を

10

提
出
し
ま
し
た
。

要
望
で
は
、
生
活
保
護

利
用
者
が
物
価
高
で
深
刻

な
影
響
を
受
け
て
い
る
と

し
て
、
「
扶
助
費
や
冬
季

加
算
の
引
き
上
げ
」
、「
エ

ア
コ
ン
利
用
に
よ
る
電
気

料
金
の
負
担
増
に
適
応
し

た
夏
季
加
算
」
を
、
早
急

に
政
府
に
求
め
る
べ
き
と

訴
え
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
エ
ア

コ
ン
が
な
い
借
家
に
暮
ら

す
人
の
困
窮
実
態
や
、
体

調
を
崩
し
て
入
院
し
て
い

る
事
例
な
ど
が
述
べ
ら
れ

対
応
を
求
め
ま
し
た
。

市
で
は
、
県
を
通
じ
て

実
態
を
伝
え
て
ゆ
く
旨
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

生
活
保
護
制
度
の
理
解

と
周
知
、
偏
見
を
な
く
す

た
め
の
ポ
ス
タ
ー
等
の
作

成
要
望
に
対
し
、
市
で
は

「
生
活
保
護
の
手
引
き
」

に
よ
る
案
内
や
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
、
掲
示
改
良

を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
生
活

保
護
申
請
で
の
扶
養
照
会

で
、
申
請
者
か
ら
の
不
安

の
声
が
あ
る
こ
と
が
訴
え

ら
れ
、
市
と
し
て
は
死
亡

・
病
気
な
ど
、
万
が
一
の

際
の
連
絡
や
対
応
も
念
頭

に
、
理
解
を
促
す
必
要
性

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

市
営
住
宅
軽
減
図
れ

市
営
住
宅
に
つ
い
て

は
、
管
理
代
行
業
務
の
対

応
や
、建
物
構
造
（
結
露
）、

経
年
劣
化
（
雨
漏
り
）
等

の
影
響
を
踏
ま
え
た
修
繕

に
つ
い
て
、
十
分
な
配
慮

を
求
め
ま
し
た
。

遠
藤
会
長
は
、
市
営
住

宅
の
退
去
の
際
に
発
生
す

る
「
原
状
回
復
」
費
用
が

高
額
に
な
り
、
困
難
を
抱

え
た
事
例
が
あ
っ
た
こ
と

を
述
べ
、
入
居
者
へ
の
助

言
・
改
修
支
援
、
原
状
回

復
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ

と
を
要
望
し
ま
し
た
。

市
は
、
入
居
年
数
が
長

い
人
へ
の
管
理
対
応
や
、

構
造
上
の
課
題
、
経
年
劣

化
の
認
識
が
示
さ
れ
ま
し

た
。生

健
会
で
は
引
き
続

き
、
生
活
相
談
や
市
営
住

宅
入
居
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
な
ど
を
行
い
、
制
度

の
周
知
や
改
善
を
求
め
て

ゆ
く
と
し
て
い
ま
す
。

建築課入札結果（ ）内は予定価格
8月10日入札分

・いでは文化記念館電気設備改修工事（羽黒町手向院主南72）（入札8
業者うち1業者無効）
配工電気(株) 45,900,000円（47,140,000円）工期～6/3/12（落札率97.37％）
・いでは文化記念館空調設備改修工事（羽黒町手向院主南72）（入札8
業者）
三和メイテック(株) 79,390,000円（81,010,000円）

工期～6/3/12（落札率98.00％）
・斎コミュニティ防災センター屋上防水改修工事（我老林字野中川原
35-2）（入札8業者うち1業者辞退、1業者欠席）
(有)庄司塗装 17,000,000円（17,460,000円）工期～11/24（落札率97.37％）

都市計画課入札結果（ ）内は予定価格
8月10日入札分

・都市計画道路3・4・16鶴岡駅錦町線歩道整備測量設計業務（錦町地
内）（入札11業者）
(株)鈴木測量事務所 2,500,000円（2,640,000円）

期間～12/22（落札率94.70％）

農山漁村振興課入札結果（ ）内は予定価格
8月10日入札分

・林道川舟線災害復旧工事
中止

土木課入札結果（ ）内は予定価格
8月10日入札分

・谷定６号線道路改良工事工（谷定地内）（入札3業者）
(株)菅興業 4,700,000円（4,770,000円）工期～12/22（落札率98.53％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
8月4日入札分

・市公共下水道事業 汚水K101～K112号新設工事（下小中地内）（入札
8業者うち1業者無効、1業者欠席）
森建設工業(株) 52,800,000円（54,470,000円）

工期～6/1/29（落札率96.93％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
8月7日入札分

・大西町地内径100粍配水管更新工事その2（大西町地内）（入札8業者）
青山工管(株) 26,700,000円（27,290,000円）工期～6/1/31（落札率97.84％）
・荒川橋径100粍橋梁添架管更新工事（羽黒町荒川地内）（入札8業者
うち1業者辞退）
松田工業(株) 44,320,000円（45,230,000円）工期～6/3/29（落札率97.99％）

（
１
面
の
つ
づ
き
）

５
年
度
に
新
給
食
セ
ン

タ
ー
基
本
計
画
を
策
定
、

６
年
度
に
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導

入
可
能
性
を
調
査
、

７
年
度
に
、
ア
ド
バ
イ

ザ
リ
ー
業
務
委
託
（
約
18

カ
月
）、

８
年
度
に
、
設
計
建
設

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
業
務
委
託

し
、
基
本
・
実
施
設
計
、

９
年
度
に
、
建
設
工
事

を
開
始
、

年
度
に
、
新
セ
ン
タ

11
ー
開
設
、

各
セ
ン
タ
ー
の
経
過
年

数
を
踏
ま
え
、
櫛
引
セ
ン

タ
ー
（
平
成
７
年
建
築
、

年
経
過
）
な
ど
、
新
セ

28ン
タ
ー
開
設
後
の
統
合
を

具
体
的
に
検
討
す
る
。

５

国
民
健
康
保
険
税

料

水
準
の
統
一
に
つ
い

て

県
が
示
し
た
統
一
の
方

向
性
に
対
し
て
、
他

市
34

町
村
は
同
意
し
て
い
る

が
、
鶴
岡
市
は
回
答
を
保

留
し
て
い
る
。

８
月
７
日
の
国
保
運
営

協
議
会
委
員
に
よ
る
意
見

交
換
会
で
、
県
へ
の
意
見

を
整
理
し
た
。

県
へ
の
意
見
は
、

①
県
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
て
、
県
全
体

の
特
定
健
康
診
査
の
受
診

率
向
上
や
保
健
事
業
の
充

実
・
強
化
等
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
。

②
県
内
の
医
療
費
格
差

の
平
準
化
に
向
け
た
、
県

と
し
て
の
取
組
の
方
針
を

示
す
こ
と
。

今
後
、
運
営
方
針
の
反

映
に
つ
い
て
、
国
保
運
協

に
説
明
し
た
う
え
で
、
回

答
す
る
予
定
。

年
目
の
終
戦
記
念
日

78
を
迎
え
た

日
、
党
市
議

15

団
と
関
と
お
る
県
議
、
山

田
守
衆
院
山
形
３
区
予
定

候
補
が
、
市
内
６
か
所
で

街
頭
宣
伝
を
行
い
ま
し

た
。山

田
守
氏
は
、
「
岸
田

政
権
は
軍
事
費
を
５
年
間

で

兆
円
に
増
や
し
、
近

43
隣
諸
国
と
の
緊
張
を
激
化

さ
せ
る
こ
と
に
な
る
」
と

指
摘
。
「
党
を
つ
く
っ
て

１
０
１
年
、
反
戦
平
和
を

貫
き
、
ア
ジ
ア
に
平
和
の

共
同
体
を
作
る
こ
と
を
提

言
し
て
い
る
日
本
共
産
党

を
伸
ば
し
て
く
だ
さ
い
」

と
訴
え
ま
し
た
。

山
田
守
衆
院
山
形
３
区
予

定
候
補
（
右
）
と
関
徹
県
議


